
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上溝の亀ヶ池八幡宮で奉納された番田の

神大神楽（市の指定無形文化財）を見て

きました。演目は、御祝儀三昧と国土奉

還「天之返矢」（写真は、後者）。マイク

で解説があり日本神話を知らない人でも

わかり易いと思います。この神大神楽は、

上溝番田の亀山家に伝わるもので家元は

17 代目。祭典は、毎年 9月に行われます。 

10 月の税務会計、労務 

 

・８月決算法人の法人税、消費税等の確定申告 

・個人住民税第３期分の納付 

・社会保険料の定時改訂の新保険料は、10 月分支給分

給与から控除します（翌月控除の場合）。 

【わずか６年で世界第４位】 

日本に進出した「ＯＰＰＯ（オッポ）」は、中国の大手電子機器メーカーです。中でも

最先端の技術を駆使した高性能カメラのスマートフォンが有名で、自撮り機能やビュ

ーティー機能の充実により中国では若年層から熱烈な支持を受けているそうです。大

胆な広告戦略と地域ごとのニーズ重視によりわずか６年で世界第４位、アジアでトッ

プシェアと急成長しました。徹底した自社生産でモノづくりにも余念がありません。

日本ではどのような躍進を見せるのか注目ですね。 

【
賃
上
げ
と
社
員
教
育
を
す
る
と
税
額
控
除
に
】 

 

「
新
た
な
人
材
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
業
界
全
体
が
人
手
不

足
で
今
す
ぐ
に
人
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
の
た

め
会
社
と
し
て
は
、
従
業
員
教
育
に
力
を
入
れ
て
生
産
性
を
向
上

さ
せ
つ
つ
、
徐
々
に
新
た
な
人
材
を
確
保
し
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
経
営
強
化
を
支
援
し
て
く
れ

る
税
制
な
ど
が
あ
れ
ば
活
用
を
検
討
し
た
い
た
め
教
え
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

改
正
の
あ
っ
た
所
得
拡
大
促
進
税
制
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
中

小
企
業
者
等
で
は
「
給
与
総
額
が
前
年
度
以
上
」
で
「
継
続
雇
用

者
給
与
等
支
給
額
が
前
年
度
比
で
１
．
５
％
以
上
増
加
」
し
た
場

合
、
給
与
等
支
給
総
額
の
前
年
度
増
価
額
の
１
５
％
の
税
額
が
控

除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
継
続
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
が
対
前
年
度
比

で
２
．
５
％
以
上
増
加
し
て
お
り
「
当
期
の
教
育
訓
練
費
が
対
前

年
度
比
１
０
％
以
上
増
加
」
ま
た
は
「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法

に
よ
る
経
営
力
向
上
の
認
定
を
受
け
経
営
力
向
上
が
確
実
に
な

さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
場
合
に

は
、
２
５
％
の
税
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
税
額
控
除
の
上

限
は
い
ず
れ
も
法
人
税
額
の
２
０
％ 

に
な
り
ま
す
。 

例
え
ば
２
５
％
の
税
額
控
除
の
要
件 

を
満
し
今
期
の
給
与
等
支
給
総
額
が 

１
５
０
０
万
円
、
前
期
が
１
２
０
０ 

万
円
で
法
人
税
が
２
５
０
万
円
の
場 

合
、
対
前
年
増
加
額
３
０
０
万
円
の
２
５
％
で
あ
る
７
５
万
円
が

税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
上
限
が
法
人
税
額
の
２
０
％

に
な
る
た
め
税
額
控
除
額
は
５
０
万
円
に
な
り
ま
す
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【楽観主義でいこう！】 

 

その出来事をどう捉えるか――。これは本人の性格や状況、もっ

と高い視点でいえば、その人の哲学によって出来事の受け止め方 

は変わってきます。例えば、１万円を 

失くしてしまったら、多くの人は「も 

ったいない。どうして気付かなかった 

んだ」と悔しがって嘆くでしょう。 

ところが、ある社長は１万円を失くし 

たことに気付いた瞬間こそ「あぁ・・・」

としょんぼりしたものの、そのすぐあとに「だけど私の１万円は

拾った人の役に立つだろうから、それでいい」と笑っていたそう

です。彼は普段から何かにつけてそんな調子だとか。思うように

事が運ばなくても「そんなこともあるよね」と笑い飛ばし、アク

シデントに見舞われても「こんなこと、めったに体験できないか

ら」とアクシデント自体を楽しんでしまう。良くも悪くもあまり

物事にこだわらず、執着しないたちなのでしょう。その楽観主義

が周囲を和ませるのか、彼の周りにはいつも人が集まってきます。

人が集まるところにはお金も集まってくるので、彼の商売が順調

なのも自然の成り行きなのでしょう。よく言われる例えですが、

失敗を「失敗」だと思わずに「経験」だと捉えれば、クヨクヨ悩

まずにすみます。こんな楽観主義を「能天気」だ「お気楽」だと

批判する人もいますが、脳科学者の茂木健一郎氏の著書『脳を活

かす仕事術』によれば、「脳は楽観主義でちょうどいい」そうです。

脳がうまく働くにはある程度、楽観主義なほうがいいという意見

には経験的に思い当たる節もあり、何でも捉え方次第だと改めて

痛感しました。早いもので今年もあと２カ月となりました。残り

の日々を横目で見ながら１年のまとめに入っている気の早い人も

いるでしょう。節目のタイミングでは、出来事を「良かった」「悪

かった」の二分法で考えがちですが、「良い」「悪い」の判断より、

色々あったけれど何とかやっていることに目を向けてみるのも悪

くありません。思い悩んでもすべて過ぎてしまったこと。やり直

せない過去にこだわれば、執着する分だけ未来に暗い影が差しま

す。バランスのよい楽観主義でいきたいものですね。 

ア
メ
リ
カ
の
活
動
家
・

詩
人
で
あ
る
マ
ヤ
・
ア

ン
ジ
ェ
ロ
ウ
の
言
葉
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
か

ら
受
け
て
き
た
恩
は
、

こ
れ
か
ら
の
若
者
た
ち

に
「
恩
送
り
」
と
し
て

返
し
て
い
き
た
い
も
の

だ
。 

【かがみの孤城】 
------------------------------- 
２０１８年本屋大賞を受賞した長
編小説です。鏡をくぐり抜けた城の
中に集められた不登校の子どもた
ち。孤城の秘密を 
追う彼らを大人と 
して見守るうちに、 
驚きの結末にたど 
り着きます。 
子どもの頃の自分 
に読ませてやりた 
くなる一冊です。 

今月の教えてキーワード：【デジタルトランスフォーメーション】 

「ＩＴの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」という概念のこと。 

スウェーデンのエリック・ストルターマン教授が２００４年に提唱したとされる。先が読めず変化の激しい

時代の中、企業においては既存業務のデジタル化への移行や新ビジネスの開発が急務となる。またスマート

フォンの普及などで消費者の購買行動もオンライン化できるため、広告やマーケティングなどの営業戦略も

変革を迫られている。 


